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担当教員 田島 喜美恵 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A4-S1(100%) (d),(g)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 モデュールについて説明できるかを，レポートで評価する．について説明できるかを，レポートで評価する．説明できるかを，レポートで評価する．できるかを，レポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．する．

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　
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総合評価

テキスト 適宜，レポートで評価する．建築計画に関する資料を配付するに関する資料を配付するする資料を配付するを配付するする

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

建築計画に関する資料を配付する概論 (Introduction to Architectural Design and Planning)

都市工学科・5年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位I )

JABEE基準

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

建築設計を行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義うためには，レポートで評価する．そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義機能するような空間を計画することが必要である．本講義するような空間を計画することが必要である．本講義空間を計画することが必要である．本講義を計画に関する資料を配付するすることが必要である．本講義である．本講義
では，レポートで評価する．建築計画に関する資料を配付するで用いる基礎的手法及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものいる基礎的手法及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの各用いる基礎的手法及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものに関する資料を配付するする計画に関する資料を配付する論の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義概要である．本講義を学ぶことで，レポートで評価する．建築設計に役立て説明できるかを，レポートで評価する．るもの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義
である．

【A4-S1】モデュールについて説明できるかを，レポートで評価する．（寸法体系）について説明できる．寸法体系）について説明できる．について説明できるかを，レポートで評価する．説明できるかを，レポートで評価する．できる．

【A4-S1】建築計画に関する資料を配付すると設計の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義手法一般について説明できる．について説明できるかを，レポートで評価する．説明できるかを，レポートで評価する．できる．
住宅，レポートで評価する．医療福祉施設，レポートで評価する．学校の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義建築計画に関する資料を配付するの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義設計の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義手法一般について説明できる．について説明できるかを，レポートで評価する．説明できるかを，レポートで評価する．できる
かを，レポートで評価する．レポートで評価する．及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの中間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．で評価する．する．

【A4-S1】バリアフリーとユニバーサルについて説明できるかを，レポートで評価する．デザインについて説明できる．について説明できるかを，レポートで評価する．説明できるかを，レポートで評価する．できる．
バリアフリーとユニバーサルについて説明できるかを，レポートで評価する．デザインについて説明できる．を実習形式で学習し，その根本的な考えで学習し，レポートで評価する．その生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義根本的な空間を計画することが必要である．本講義考ええ
について説明できるかを，レポートで評価する．説明できるかを，レポートで評価する．できるかをレポートで評価する．及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの中間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．で評価する．する

【A4-S1】与えらえれた条件を元にコンセプトをまとめ，立体的な発想と表えらえれた条件を元にコンセプトをまとめ，立体的な発想と表を元にコンセプトをまとめ，立体的な発想と表にコンについて説明できる．セプトで評価する．をまとめ，レポートで評価する．立体的な空間を計画することが必要である．本講義発想と表と表
現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．をおこな空間を計画することが必要である．本講義い，レポートで評価する．わかりやすく機能するような空間を計画することが必要である．本講義発表・説明できるかを，レポートで評価する．・討議できる．できる．

制作した空間デザインのコンセプトが，わかりやすく模型等で立体的に表現でした空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義コンについて説明できる．セプトで評価する．が，レポートで評価する．わかりやすく機能するような空間を計画することが必要である．本講義模型等で立体的に表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．で
きて説明できるかを，レポートで評価する．いるか，レポートで評価する．パワーポインについて説明できる．トで評価する．によるプレゼンについて説明できる．テーションについて説明できる．により評価する．する．

成績は，試験は，レポートで評価する．試験で評価する．50%　レポートで評価する．20%　プレゼンについて説明できる．テーションについて説明できる．30%　として説明できるかを，レポートで評価する．評価する．する．100点満点とし60点以上を合格とする．中を合格とする．中とする．中
間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義みを行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義う．な空間を計画することが必要である．本講義お，レポートで評価する．本講義は前半（寸法体系）について説明できる．1～8回）について説明できる．は講義であり，レポートで評価する．後半（寸法体系）について説明できる．9～15回）について説明できる．は演習形式で学習し，その根本的な考えで課題に取り組むため，試験に取り組むため，試験り組むため，試験むため，レポートで評価する．試験で評価する．
評価する．を50%として説明できるかを，レポートで評価する．いる．

「住まいを読む―現代日本住居論」鈴木成文著（建築資料研究社）む―現代日本住居論」鈴木成文著（建築資料研究社）現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．代日本住居論」鈴木成文著（寸法体系）について説明できる．建築資料を配付する研究社）について説明できる．
「建築計画に関する資料を配付する」長澤泰著（寸法体系）について説明できる．市ヶ谷出版）谷出版）について説明できる．
「パタンについて説明できる．・ランについて説明できる．ゲージ」C・アレグザンについて説明できる．ダー著（寸法体系）について説明できる．鹿島出版社）について説明できる．

応用いる基礎的手法及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものCAD，レポートで評価する．土木・建築設計製図I，レポートで評価する．土木・建築設計製図II，レポートで評価する．土木・建築設計製図IV，レポートで評価する．景観工学，レポートで評価する．都市交通計画に関する資料を配付する，レポートで評価する．建設都市法
規，レポートで評価する．建築施工，レポートで評価する．建築計画に関する資料を配付する(AS1)

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（建築計画概論）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンについて説明できる．ス及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものモデュールについて説明できるかを，レポートで評価する．（寸法体系）について説明できる．寸法体系）について説明できる． 建築計画に関する資料を配付するの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基本的概念を説明する．また，各自の人体寸法を把握することで，モデュールとは何かを理解する．を説明できるかを，レポートで評価する．する．また，レポートで評価する．各自の人体寸法を把握することで，モデュールとは何かを理解する．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義人体寸法を把握することで，モデュールとは何かを理解する．することで，レポートで評価する．モデュールについて説明できるかを，レポートで評価する．とは何かを理解する．かを理解する．する．

2 人と生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義と空間を計画することが必要である．本講義の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義関する資料を配付する係を捉えながら，住まいの基本的機能を理解する．を捉えながら，住まいの基本的機能を理解する．えな空間を計画することが必要である．本講義がら，レポートで評価する．住まいの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基本的機能するような空間を計画することが必要である．本講義を理解する．する．

3 戸建て説明できるかを，レポートで評価する．住宅と集合住宅の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義設計手法及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの共同住宅（寸法体系）について説明できる．コーポラティブハウス，レポートで評価する．コレクティブハウス）について説明できる．な空間を計画することが必要である．本講義どの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義多様な住まいを理解する．な空間を計画することが必要である．本講義住まいを理解する．する．

4 バリアフリー法 バリアフリー法の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基準寸法を理解する．した上を合格とする．中で，レポートで評価する．実際に車椅子を使用することでバリアフリーの重要性を理解する．に車椅子を使用することでバリアフリーの重要性を理解する．を使用いる基礎的手法及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものすることでバリアフリーの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義重要である．本講義性を理解する．を理解する．する．

5 バリアフリー法の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義基準寸法の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義復習をおこな空間を計画することが必要である．本講義った上を合格とする．中で，レポートで評価する．医療福祉施設（寸法体系）について説明できる．高齢者施設や病院）について説明できる．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画に関する資料を配付するについて説明できるかを，レポートで評価する．理解する．する．

6 就学前乳幼児施設及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの学校の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画に関する資料を配付するについて説明できるかを，レポートで評価する．理解する．する．

7 建築の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義歴史 学外フィールドワークを行い，建築の成り立ちや手法を理解し，レポートを作成する．フィールについて説明できるかを，レポートで評価する．ドワークを行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義い，レポートで評価する．建築の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義成り立ちや手法を理解する．し，レポートで評価する．レポートで評価する．を作した空間デザインのコンセプトが，わかりやすく模型等で立体的に表現で成する．

8 中間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．

9 中間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．解する．説とプレゼンについて説明できる．テーションについて説明できる．技術

10 中庭のリニューアルデザインを各自で検討し，コンセプトをまとめ設計案を作成する．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義リニューアルについて説明できるかを，レポートで評価する．デザインについて説明できる．を各自の人体寸法を把握することで，モデュールとは何かを理解する．で検討し，レポートで評価する．コンについて説明できる．セプトで評価する．をまとめ設計案を作成する．を作した空間デザインのコンセプトが，わかりやすく模型等で立体的に表現で成する．

11 設計案を作成する．を模型で表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．する．

12 引き続き，設計案を模型で表現する．き続き，設計案を模型で表現する．き，レポートで評価する．設計案を作成する．を模型で表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．する．

13 作した空間デザインのコンセプトが，わかりやすく模型等で立体的に表現で成した図面，レポートで評価する．および各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの模型写真をもとにプレゼンテーションの準備を行う．をもとにプレゼンについて説明できる．テーションについて説明できる．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義準備を行う．を行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義う．

14

15 引き続き，設計案を模型で表現する．き続き，設計案を模型で表現する．き，レポートで評価する．課題に取り組むため，試験の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義発表を行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義い，レポートで評価する．発表後にディスカッションについて説明できる．を行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義う．
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17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期中間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．を実施する．

住まいの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画に関する資料を配付する（寸法体系）について説明できる．1）について説明できる．

住まいの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義計画に関する資料を配付する（寸法体系）について説明できる．2）について説明できる．

施設計画に関する資料を配付する（寸法体系）について説明できる．1）について説明できる．

施設計画に関する資料を配付する（寸法体系）について説明できる．2）について説明できる．

1～7回目の範囲で出題する．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義範囲で出題する．で出題に取り組むため，試験する．

中間を計画することが必要である．本講義試験で評価する．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義解する．答及び各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるものび各用途の建築物に関する計画論の概要を学ぶことで，建築設計に役立てるもの解する．説をおこな空間を計画することが必要である．本講義う．パワーポインについて説明できる．トで評価する．やポスターや模型な空間を計画することが必要である．本講義どを制作した空間デザインのコンセプトが，わかりやすく模型等で立体的に表現でする上を合格とする．中で，レポートで評価する．わかりやすく機能するような空間を計画することが必要である．本講義伝えるためのプレゼンえるための生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義プレゼンについて説明できる．
テーションについて説明できる．技術を理解する．する．

空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．と表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．（寸法体系）について説明できる．1）について説明できる．

空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．と表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．（寸法体系）について説明できる．2）について説明できる．

空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．と表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．（寸法体系）について説明できる．3）について説明できる．

空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．と表現をおこない，わかりやすく発表・説明・討議できる．（寸法体系）について説明できる．4）について説明できる．

空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．と発表（寸法体系）について説明できる．1）について説明できる． 課題に取り組むため，試験の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義発表として説明できるかを，レポートで評価する．3～5分程度シラバスの生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義プレゼンについて説明できる．テーションについて説明できる．を行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義い，レポートで評価する．各自の人体寸法を把握することで，モデュールとは何かを理解する．の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．コンについて説明できる．セプトで評価する．について説明できるかを，レポートで評価する．わかりやすく機能するような空間を計画することが必要である．本講義説明できるかを，レポートで評価する．を行うためには，そこで展開される人々の生活がうまく機能するような空間を計画することが必要である．本講義う．

空間を計画することが必要である．本講義デザインについて説明できる．と発表（寸法体系）について説明できる．2）について説明できる．

備など）
考
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